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『ハワイ研修に行って』 

島崎 謙 
 

 僕は１２月２０日から２４日までの５日間、ハワイへ研修に行ってきました。

５５３人という応募者の中から代表の６人に選ばれて行ってきました。この僕

が選ばれるなどとは、思ってもみませんでした。 

 成田空港で他の５人と、ＢＧの方々と集合し、行きました。僕達が行ってき

たのは飛行機で６時間半かかるオアフ島という少し小さな島です。最初に行っ

た所は、カメハメハ大王像の建っている所です。カメハメハ大王の名前は知っ

ていたけれど、どんな人かはあまり知りませんでした。ここに行って、初めて

ハワイを統一した人だという事が分かりました。 

 次に行った所は、パンチボールという墓地です。日本のお墓とは随分違い、

墓石が地面に埋まっていました。ここは真珠湾攻撃で亡くなった人達も眠って

いるそうです。ハワイは昔、厳しい状況にあったのだなぁと思いました。 

 次にヌアヌパリに行きました。ここは山脈の切れ目なので、強い風が吹いて

いました。ここから海を見ることが出来、とても綺麗でした。ここは、カメハ

メハ大王がオアフ軍と戦って打ち負かした場所として歴史のある場所でもあり

ます。そして初日の最後に行ったのは、ワイキキ水族館でした。ここには、ハ

ワイにしか生息していないハワイアンモンクアザラシがいました。このアザラ

シは、ハワイにもう１，５００頭ほどしかいないそうです。人の捨てたゴミな

どによってどんどん減っているそうです。今このアザラシを必死に保護してい

ます。ここには数十種類のサンゴもいました。今まで、サンゴは植物だと思っ

ていたのですが、生き物であるという事を初めて知りました。サンゴはとても

デリケートで少しの衝撃でも壊れてしまいます。サンゴは種類にもよるけれど、

年々とても大きくなっているということです。日本列島の近海にはサンゴはい

ないそうです。日本の海とハワイの海の違いは、サンゴにあると思います。 

 ２日目は、朝早くダイヤモンドヘッドに登りました。ダイヤモンドヘッドは、
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ハワイの歴史の中でもつい最近出来た山だそうです。下の方には、植物が沢山

生えていました。けれどそれはほとんどが外来樹です。ハワイの木々のほとん

どが人によって植えられた外来樹だそうです。話を聞いて、火山がやがて小さ

くなっていくといくことがよく分かりませんでした。ハワイには、いくつもの

島があります。古い島ほど小さい島ということが分かりました。島は年々浸食

によって小さくなっていくそうです。この事には驚きました。 

 サンセットビーチはサーフィンで有名な所です。波がとても高かったです。

砂浜の砂は、他のビーチと比べて大きい粒でした。しかし、このビーチには、

様々な物が落ちていました。世界で使った魚網などがハワイに流れ着き、海に

住む動物に被害がおよぶそうです。動物や環境のために、この問題を解決して

ほしいです。そのために僕も解決策を考えていきたいと思います。 

 ビショップ博物館にはハワイ王朝の歴史や文化遺産の展示物が沢山ありまし

た。ここでカメハメハ大王の事について少し分かりました。ハワイの王は全員

で５人です。２世は異国の地で死に、３世は１０才で即位するなど驚く事ばか

りでした。そして５世が亡くなり、カメハメハの時代は終わりました。 

 ハワイ研修最後の日になりました。時間が非常に短く感じられました。この

日最初に行ったのは、ハナウマベイです。ここの海はとても青くビーチの砂も

サンセットビーチと違い、サラサラでした。でもここの砂浜は初めからあった

わけではありません。昔は木々が生えていて、昔の人の手によってビーチは造

られました。僕達は、その海に潜って海の中を見てきました。海には見た事の

ない沢山の魚がいました。鮫もいると聞いて、襲われるのではないかと、少し

不安になりました。サンゴの下に魚がいました。サンゴは海の生き物の住み家

として、必要不可欠ということがよく分かりました。 

 次に行った潮吹き穴では、大きな波を間近に見る事が出来ました。でも、波

はいつもより小さかったそうです。大きな波を見ることができなくて残念です。 

 そして、最後に行ったココナッツ島、ここが一番印象に残りました。ここで

は、主に鮫について見てきました。僕は鮫に興味があるので、とても楽しみで

した。鮫は凶暴と思っているかもしれないけど、そうでもありませんでした。

 



B&G 財団 WEB マガジンアンドリー VOL.7 
『調査隊』ハワイレポート（島崎 謙くん） 

実際、鮫に教われ死んだのは、世界中で５人です。ここで初めて鮫を間近に見

ることが出来ました。この時期、鮫はエサを２週間に１度食べるくらいだそう

です。鮫についてこれから更に自分で少し調べてみたいと思います。 

 この３日間の研修は、日本にいてはとても経験出来ないことばかりです。岐

阜県には、海がないので、直接海の環境を守る活動はできないと思います。僕

は自分の町の川を一生懸命守りたいと思います。また来年も、自分の町の川の

ことを調べ、環境を守っていきたいと思います。 
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